
昨
年

月
、
多
く
の
良
識
あ

る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
切
実
か

つ
熱
い
期
待
を
い
た
だ
き
、
市

政
運
営
の
舵
取
り
を
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
か
ら
、
早
く
も
四
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
。

平
成

年
第
一
回
定
例
会
の
開
会
（
３
月

日
）

に
あ
た
り
、
野
田
市
長
は
、
市
政
運
営
方
針
を
表
明

し
ま
し
た
。

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
の
熱
い
思
い
が
私
の
心

の
奥
底
に
い
よ
い
よ
力
強
く
脈

打
ち
、
市
政
運
営
の
重
責
を
果

た
す
上
で
の
励
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
間
、
そ
の
思
い
に
応
え

る
べ
く

活
力
あ
る
東
大
阪
の

再
生

へ
の
あ
ゆ
み
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
改
革
・
再
生
へ
の

あ
ゆ
み
の
第
一
歩
に
は
、
し
っ

か
り
し
た
体
制
の
確
立
が
必
要

で
す
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
議
会
と
と

も
に
市
政
運
営
の
両
輪
を
な
す

行
政
執
行
体
制
の
強
化
・
確
立

に
向
け
、
点
検
・
整
備
を
鋭
意

め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

第
一
に
副
市
長
お
よ
び
教
育

長
を
は
じ
め
と
す
る
人
的
体
制

の
確
立
、
第
二
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
施
策
を
実
行
す
る
組

織
機
構
の
整
備
、
こ
の
二
つ
が

急
務
で
す
。
引
き
続
き
議
会
の

強
力
な
支
援
の
も
と
、
早
期
に

確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
政
運
営
推
進
の
前
提
と
な

る
議
会
と
行
政
の
両
輪
体
制
の

確
立
は
、
市
民
に
対
す
る
政
治

と
行
政
の
責
務
で
す
。
こ
の
こ

と
は
、
五
十
一
万
市
民
す
べ
て

の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
こ
の
間
の
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
は
、

（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
市
内

学
校
園
へ
の
設
置
や
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
の
通
院
の
対

象
年
齢
を
５
歳
未
満
か
ら
就
学

前
ま
で
に
拡
充
す
る
な
ど
、
市

民
福
祉
の
増
進

が
い
よ
い
よ

ス
ム
ー
ズ
に
進
展
し
始
め
て
い

ま
す
。

公
約
で
あ
る
市
政
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
東
大
阪
を

再
生
す
る
た
め
、
任
期
中
の
四

年
間
に
な
す
べ
き
課
題
と
し
て

取
り
ま
と
め
公
表
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
市
民
に
は
政
策
を
分

か
り
や
す
く
、丁
寧
に
説
明
し
、

意
見
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
な

が
ら
、
平
成

年
度
を

活
力

あ
る
東
大
阪
の
再
生

の
推
進

元
年
と
位
置
づ
け
、
全
力
を
尽

く
し
て
い
く
決
意
で
す
。

※
６
・
７
面
に
続
く

３
月

日
、

放
出
駅

と

久
宝
寺
駅

を
結
ぶ

お
お
さ
か
東
線

が
、

多
く
の
注
目
を
集
め
開
通
し
ま

し
た
。

長
瀬
駅
前
で
は
開
業
式

が
行
わ
れ
、
野
田
義
和
市
長
、

浅
川
健
造
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
、冬
柴
鐵
三
国
土
交
通
大
臣
、

塩
川
正
十
郎
元
運
輸
大
臣
、
橋

下
徹
大
阪
府
知
事
ら
が
出
席
。

新
路
線
の
門
出
を
祝
っ
て
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
市
内
で
開
業
と
な
っ
た

そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
新
駅
で
は
、

地
元
の
人
た
ち
が
見
守
る
な

か
、
記
念
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

く
す
玉
の
開
花
を
行
い
、
新
駅

開
業
を
祝
い
ま
し
た
。

新
た
な
鉄
道
網
の
誕
生
で
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
活
性
化
へ

向
け
期
待
が
大
き
く
ふ
く
ら
み

ま
す
。

市
で
は
、
法
律
改
正
に
伴

う
制
度
変
更
な
ど
に
よ
り
、

４
月
か
ら
一
部
組
織
機
構
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

改
正
し
た
お
も
な
組
織
は

次
の
と
お
り
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設

に
よ
り

医
療
保
険
室

を
設
置

平
成

年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る

後
期
高
齢
者
医
療

制
度

に
対
応
す
る
た
め
、

市
民
生
活
部
内
の
国
民
健
康

保
険
室
を
再
編
し
ま
す
。

医
療
保
険
室

は
、
保

険
管
理
課

資
格
給
付
課

保
険
料
課

の
三
課
と
し
、

従
来
の
国
民
健
康
保
険
業
務

に
加
え
、
後
期
高
齢
者
医
療

業
務
お
よ
び
経
過
的
な
老
人

保
健
業
務
を
行
い
ま
す
。

総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
策
定
へ

平
成

年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
第
２
次
総
合
計
画
・

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
、
経
営
企
画
部
内
に

総

合
計
画
策
定
室

を
設
置
し

ま
す
。

な
お
、
中
核
市
推
進
に
か

か
る
調
整
事
務
を
経
営
企
画

部
政
策
推
進
室
が
行
い
、
中

核
市
推
進
課
を
廃
止
し
ま

す
。

災
害
時
の
中
枢
施
設

消
防
総
合
庁
舎
オ
ー
プ
ン

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
消
防

総
合
庁
舎（
稲
葉
一
・
写
真
）

は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に

お
い
て
、
消
防
活
動
の
指
揮

お
よ
び
情
報
収
集
、
伝
達
な

ど
中
枢
施
設
と
し
て
の
拠
点

と
な
り
ま
す
（
七
面
参
照
）
。

消
防
局
で
は
、
担
当
業
務

お
よ
び
責
任
所
在
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
局
組
織
の

充
実
を
図
る
た
め
、

総
務

部

警
防
部

を
設
置
し

ま
す
。◇

◇

◇
問
合
先

行
財
政
改
革

室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

０
５
、

０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
６

盛大に行われたおおさか東線開業式

開業のヘッドマークを付けて
運行する列車

東大阪市長 野田義和



食品衛生監視指導計画を策定

市では、効率的で効果的な食品衛生の
監視指導を通じて市民の食の安全を確保
するため、 平成 年度食品衛生監視指
導計画 を策定し、４月１日から実施し
ます。なお、同計画は食品衛生課または
保健所ホームページでご覧になれます。
■問合先 食品衛生課 （ ） 、
（ ）

春の全国交通安全運動を実施

４月６日 から 日 まで 自動二輪
車・原付の交通事故防止 めいわく駐
車・放置自転車の追放 などに重点を置
いた“春の全国交通安全運動”を行いま
す。
また４月 日 は“交通事故死ゼロを

めざす日”として運動を強化します。
■問合先 布施警察署 （ ）

河内警察署 （ ）
枚岡警察署 （ ） 交通
対策室 （ ） 、 （ ）

完成しました

ヒューマンライツカレンダー

市内の児童が描いたポスターを掲載し
た人権啓発カレンダーが完成しました。
リージョンセンターなどに置いています
ので、ご利用ください。
■問合先 人権啓発課 （ ） 、
（ ）

電子入札を拡大

入札の 透明性の確保 公平な競争
の促進 適正な施工の確保 不正行
為の排除の徹底 を図るため、電子入札
を拡大します。
平成 年４月から、発注予定金額が２

千万円以上の土木工事、５千万円以上の
建設工事（建築、電気、管、舗装、造園、
その他工事）について、電子入札を行い
ます。参加するには利用者登録などが必
要です。
なお、測量・建設コンサルタント業務

および物品・役務については従来どおり
です。くわしくは市ホームページをご覧
ください。
■問合先 調度課 （ ） 、
（ ）

ごみの収集日を変更

荒本北・荒本新町・荒本西

４月１日 より、荒本北、荒本新町、
荒本西の三地域で、ごみの収集日程が次
のとおり変わります。
家庭ごみ 月・木曜日 火・金曜日
あきかん・びん 第１・３水曜日 第
２・４水曜日
不燃の小物 第２・４水曜日 第１・
３水曜日
■問合先 北部環境事業所 （ ）
、 （ ）

市税の納付は便利な口座振替を

市税の納付は、市役所や金融機関など
の窓口でしか納付できないと思っていま
せんか。市税の納付方法は、納期ごとに
預貯金口座から自動で引き落としする
口座振替制度 があります。
手続きは簡単です。通帳、通帳使用印、

納税通知書を持って、預金口座のある金
融機関、ゆうちょ銀行・郵便局で手続き
してください。
便利で安心な口座振替制度をぜひご利
用ください。
■問合先 納税課 （ ） 、
（ ）

交通遺児激励金を給付

市民の善意によるお金を交通遺児激励
金（２万円）として給付します。対象は、
平成２年４月１日以降生まれで、父また
は母を自動車などの車両による事故で亡
くした遺児です。また、次にあてはまる
方は加算します。 小学校へ入学 ２
万円 中学校へ入学 ３万円 高校
へ進学または就職 ５万円 ※いずれも
在学証明書が必要。 申請方法 申請書
に必要事項を書いて、４月 日 までに
校区福祉委員長へ直接 ※申請書は、校
区福祉委員長宅または市民福祉活動セン
ターにあります。
■問合先 社会福祉協議会 （ ）
、 （ ）

傍聴しませんか

社会福祉審議会

とき ４月 日 午後２時から と
ころ 市役所 階大会議室 内容 新
委員の委嘱について 各計画の進捗状
況について 定員 ５人（抽選） 申込
方法 ハガキに行事名、住所、氏名、電
話・ファクス番号を書いて、４月 日
（必着）までに郵送（ファクス、 メー
ルでも可）
■申込・問合先 〒 ・ 市役所

健康福祉企画課 （ ） 、
（ ） 、 メール ＠

■問合先 永和図書館 （ ） （ ）

図書館のサービス
リクエスト制度と相互貸借

図書館で目当ての本が見つからなか
った経験はありませんか。そのとき役
に立つのがリクエスト制度です。
リクエストすると、貸出中のときは
人以上待つ本

もありますが、
順番にお応えし
ます。図書館に
まだ入っていな
い本は新たに購
入します。
品切れや絶版で手に入らない場合

は、大阪府立図書館や他の市町村の図
書館から借りることがあります。
図書館どうしで本を貸し借りする相

互貸借で、平成 年度に府立図書館か
ら 冊、大阪市立図書館から 冊
の資料を借りました。
都道府県立図書館になければ、国立

国会図書館から借りることもできま
す。目当ての本がないときなど、まず

は職員にご相談ください。

花園図書館の催し

【かみしばい】
とき 毎週水曜日 午後３時から
【はなぞのワクワクどようび】
とき 毎月第４土曜日 午前 時か
ら 内容 絵本紹介、かみしばいなど
【おはなしランドセル】
とき 毎週金曜日 午後４時 分か

ら 内容 お話の読み聞かせ
【かみしばい会】
とき 毎月第１日曜日 午後２時

分から
【おはなしの部屋】
とき 毎月第１土曜日 午前 時か
ら
【おやこであそぼ うふふ】
とき 毎月第２・４金曜日 午前

時 分から、午前 時５分から 内容
絵本の読み聞かせ、手遊びなど

◇ ◇
■問合先 花園図書館 （ ）
、 （ ）

日下町丹波神社東
８日
日

上石切町２・駅前公園
西石切町２（ダイアパレス横）
横小路メイ・トーラス

日
日

東大阪養護老人ホーム
六万寺町桜井公民館南
上四条ウマハギ

３日
日

上四条町大池公園
新池島町２丁目
西石切町７・オーク新石切

４日
日

豊浦公民分館
シャルマンコーポ枚岡公園
善根寺町４・ 社宅

日
日

日下町４・マンハイム石切
日下町６・ 孔舎衙
盾津鴻池公民分館南

１日
日

府営東鴻池第二住宅
島之内（メープルコート）
府営東大阪玉串住宅

４日
日

若江東町２・ライオンズマンション
玉串西団地集会所前
横枕・春光園

２日
日

高齢者サービスセンター
岩田町６・プレジデント東大阪

８日
日

日
日

３日
日

４日
日

日
日

１日
日

４日
日

２日
日

花園西町公園
９日
日

イズミヤ若江岩田店
若江本町北公園
中鴻池町２・三島温泉前

９日
日

楠風荘稲荷神社横
鴻池町・寺嶋公園
川中岡崎医院南

２日
日

加納アメリア集会所前
府営加納住宅集会所前
三ノ瀬公民分館

３日
日

中小阪１・大和公園
八戸の里公園
近江堂行政サービスセンター
市営鷺島住宅集会所前

８日
日

市営島町住宅
新喜多公園
金岡公園

１日
日

柏田公園
岸田堂南公園
西堤神社境内

日
日

川俣処理場東
府営稲田住宅
御厨天神社境内

日
日

新家西町第２公園
御厨東・五百石公園

９日
日

９日
日

２日
日

３日
日

８日
日

１日
日

日
日

日
日

リクエストカード

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

広告 広告



保
険
料
に

高
齢
者

支
援
金

を
新
設

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
４

月
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
の
計

算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

被
保
険
者
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
国
や
都
道
府
県
・
市
町
村

の
負
担
金
と
と
も
に
、
現
役
世

代
（

歳
未
満
）
が
負
担
す
る

保
険
料
後
期
高
齢
者
支
援
金

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成

年
度
分

の
国
民
健
康
保
険
料
か
ら
は
、

医
療
保
険
分

介
護
保
険

分
（

歳
の
方
が
対
象
）

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を
合

わ
せ
た
保
険
料
額
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成

年
度
分
の
国

民
健
康
保
険
料
の
決
定
通
知
書

は
、６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度

対
象
年
齢
を

歳
未
満
に

こ
れ
ま
で
の

退
職
者
医
療

制
度

は
、
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
を
受
給
し
て
い
る

歳
未

満
の
方
（
年
金
加
入
期
間
が
通

算
二
十
年
以
上
、
ま
た
は

歳

以
降
に
十
年
以
上
加
入
）
と
そ

の
扶
養
家
族
に
対
し
て
、
申
請

に
よ
り
適
用
し
て
い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
同
制
度
の
対
象

年
齢
が

歳
未
満
か
ら

歳
未

満
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
退
職
被

保
険
者
（
ま
た
は
被
扶
養
者
）

で

歳
以
上
の
方
は
、
４
月
か

ら
保
険
証
が
変
わ
り
、
一
般
の

被
保
険
者
証
と
な
り
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
は
３
月
中
に
送
付

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
退
職
者
医
療
制
度
で

医
療
機
関
に
受
診
し
た
方
の
医

療
費
は
、
退
職
者
医
療
制
度
で

ま
か
な
わ
れ
る
た
め
、
本
市
の

国
民
健
康
保
険
事
業
負
担
が
軽

減
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

就
学
前
の
子
ど
も

自
己
負
担
割
合
が
二
割
に

こ
れ
ま
で
は
、３
歳
未
満（
３

歳
の
誕
生
日
に
属
す
る
月
）
ま

で
の
乳
幼
児
の
自
己
負
担
割
合

が
二
割
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し

た
。４

月
か
ら
は
対
象
年
齢
が
拡

大
さ
れ
、
就
学
前
（
６
歳
に
達

す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

日
）
ま
で
の
子
ど
も
の
自
己
負

担
割
合
が
二
割
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。な

お
、
乳
幼
児
医
療
証
の
提

示
に
よ
る
自
己
負
担
は
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

歳
以
上
の
国
保
加
入
者

特
定
健
診
・
保
健
指
導
を

医
療
保
険
の
運
営
主
体
で
あ

る

医
療
保
険
者

に
対
し
て
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
健
診
・
保
健
指
導
の
実
施

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

医
療
保
険
者

は
、
ご
自

分
の
健
康
保
険
証
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
た
め
、
本
市
国
民
健
康

保
険
に
お
い
て
も
平
成

年
度

か
ら
、

歳
以
上

歳
未
満
の

国
保
加
入
者
を
対
象
に
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導

を
行
い
ま
す
。

【
実
施
内
容
】

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た

基
本
的
な
健

診
（
血
液
検
査
、
血
圧
・
腹
囲

測
定
な
ど
）

と
、
必
要
な
方

に
は

詳
細
な
健
診
（
心
電
図

・
眼
底
・
貧
血
検
査
）

を
行

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
町
村
で
実
施
し

て
い
た
基
本
健
診
と
健
診
項
目

は
大
き
く
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
健
診
受
診
者
全
員
に
、
個

人
の
必
要
に
応
じ
た
保
健
指
導

（
情
報
提
供
・
動
機
づ
け
支
援

・
積
極
的
支
援
）
を
行
い
ま

す
。【

受
診
方
法
】

特
定
健
康
診
査
対
象
者
に

は
、
特
定
健
康
診
査
受
診
券

を
４
月
末
ご
ろ
に
郵
送
し
ま

す
。
健
診
を
受
診
す
る
際
は
、

こ
の
受
診
券
と
国
民
健
康
保
険

証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
な
け

れ
ば
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

健
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機

関
や
保
健
指
導
な
ど
の
相
談
を

受
け
ら
れ
る
機
関
、
く
わ
し
い

利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
月
か
ら
問
合
先
を
変
更

組
織
機
構
の
改
正
（
一
面
参

照
）
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら

問
合
先
が
変
わ
り
ま
す
。

◇
問
合
先

健
診
な
ど

医
療
保
険
室
保
険
管
理
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
０
５
１
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

資
格
な
ど

医
療
保
険
室
資

格
給
付
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

保
険
料

医
療
保
険
室
保
険
料
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
６
８
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
７

●

●

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
国
際
化

推
進
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る

東
大
阪
市
国
際
化
推
進
大
綱

を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
４
年
策
定
の
国
際
化
対

策
大
綱
を
、
国
際
情
勢
の
変
化

や
時
代
に
即
し
た
も
の
と
す
る

た
め
、
市
国
際
化
推
進
協
議
会

か
ら
の
提
言
を
も
と
に
新
た
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

大
綱
は
、
国
際
化
対
策
か
ら

推
進
に
重
点
を
置
き
、

モ
ノ

づ
く
り
の
ま
ち

学
び
の
ま

ち

な
ど
の
市
の
特
色
を
生
か

し
た
国
際
化
を
強
調
。
外
国
籍

住
民
の
社
会
参
加
や
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
国

際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
育
成

な
ど
も
掲
げ
て
い
ま
す
。

市
に
は
現
在
、約
六
十
か
国
、

約
二
万
人
の
外
国
籍
住
民
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
年
々
多
様
化

す
る
外
国
籍
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
大
綱
を
施

策
に
盛
り
込
み
多
文
化
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

国
際
化
推
進
大
綱
は
、
日
本

語
、
英
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
、

中
国
語
の
四
言
語
で
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。◇

問
合
先

文
化
国
際
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
５
５
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
３

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に
関する法律の一部を改正する法律 が昨年 月５日に制定されました。
中国からの帰国が遅れたことから、公的年金に加入できないなど、老

後の備えが不足している中国残留邦人等に対する支援給付金の申請は、
４月１日から受け付けます。
対象 特定中国残留邦人等およびその配偶者で、世帯の収入が一定

の基準に満たない 支援給付を受けている特定中国残留邦人等が死亡
した場合の配偶者 平成 年４月１日前に、 歳以上で死亡した特定
中国残留法人等の配偶者で、法施行の際、現に生活保護を受けている
※現在生活保護を受けている方は、自動的に支援給付に移行されます

ので、改めて申請する必要はありません。
※ 特定中国残留邦人等 とは、次のすべてにあてはまる方です。
明治 年４月２日以後に生まれた 昭和 年 月 日以前に生まれ
た（特例あり） 永住帰国した日から引き続き１年以上日本に居住
昭和 年４月１日以後に初めて永住帰国した
■申請・問合先 生活福祉課 （ ） 、 （ ）
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朝食アイデアメニューコンテスト
入賞作品から、健康にトライ賞の ボリ
ューム卵サンド を紹介します。
４枚切り食パンを使うのでボリューム

があり、育ち盛りの子どもも大満足。卵
を焼くときに、ミックスベジタブルを加
えてもおいしく食べられます。
【ボリューム卵サンドの作り方】
食パンを半分に切り、切り口に深い

切り込みを入れて中にバターをぬる
卵に砂糖を加えスクランブルエッグ

を作る
食パンに卵を詰め、詰めた部分を上

にしてオーブントースターで焼く
焼けたら卵の上にマヨネーズとから

しを混ぜたものをぬり、その上にパセリ
を散らす

材料（１人分） ４枚切り食パン１枚、
卵１個、砂糖少々、バター適量、マヨネ
ーズ適量、からし適量、パセリ適量

アイデアメニューを紹介

小児救急医療体制（４月１日から）

◎ 時間対応（◎が休日の場合はすべて ）

医療機関 月火水 木 金 土 日 診療受付時間

東大阪市立総合病院
（西岩田３ ４ ５）
（ ）

◎ ◎
◎午前９時 翌日午前８時 分
日曜日・休日午後６時 分 翌日
午前８時 分（昼間休診）

河内総合病院
（横枕１ ）
（ ）

◎ ◎
◎午前９時 翌日午前９時
休日午後７時 翌日午前８時

（昼間休診）

若草第一病院
（若草町１ ６）
（ ）

◎ ※
◎午前９時 翌日午前９時
※第１・４午前９時 翌日午前９時
休日午後５時 翌日午前９時

（昼間休診）
八尾市立病院
（龍華町１ ３ １）
（ ）

◎ ◎
◎午前９時 翌日午前８時
休日午後７時 翌日午前８時

（昼間休診）

医療機関 月火水 木 金 土 日 診療受付時間

４月から変更に

小児救急医療体制
中河内地域の小児救急の医療体制

が、４月から下表のとおりとなりま
す。
小児科の医師不足により、病院・診

療所の休日・夜間対応が難しくなって
います。
日ごろからかかりつけ医をもち、具

合が悪いときは早めに受診しましょ
う。
また受診の際には症状にくわしい人

が付き添い、診察券や健康保険証など
を持って、できるだけ診療時間内に受
診してください。

【相談できる人がいない、対処の仕
方がわからない】
小児救急電話相談（午後８時 翌朝
午前８時） ※携帯電話からも可。
プッシュ回線 ＃
ダイヤル回線 （ ）
【診療できる医療機関を知りたい】
大阪府救急医療情報センター（

日 時間対応） （ ）
◇ ◇

■問合先 地域健康企画課
（ ） 、 （ ）

検 査 の 種 類 費 用 受付日・時間 受付場所

検便

（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌 ）
お問い合わせくだ
さい

８、 日
９

環
境
衛
生
検
査

セ

ン

タ

ー

０
６（
６
７
８
８
）４
４
８
３

０
６（
６
７
８
８
）２
０
６
４

寄生虫卵検査

（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）
８、 日

水道法にもとづく 予約制 （ ）
飲用水水質検査 （ ）

８日

検 査 の 種 類 費 用 受付日・時間 受付場所

検便

（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌 ）
寄生虫卵検査

（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）

水道法にもとづく 予約制 （ ）
飲用水水質検査 （ ）

ところ

行事
東保健センター 中保健センター 西保健センター

一般健康相談（有料）

クラミジア 梅毒 エイ
ズ検査（一部有料）
型肝炎抗体検査
風しん抗体検査（有料）

４、 日
９

９、 日
９

、 日
９

こころの健康相談（予約
制）〈アルコール依存症
認知症の相談を含む

第２ ４月曜日
第１ ３ ５水 木曜日

第４火曜日
第２ ３ ４水曜日
第２金曜日

第１ ３火曜日
第１ ４水曜日

結核相談
３、 日 ７、 日

骨密度測定（予約制で、
対象は 歳以上）

日 ９ ３日 ９ 日 ９

電話健康相談 月曜日 金曜日 ９ （昼休みを除く）

４か月児健康診査
〈 年 月生まれ
※個別に通知しています。

８、 日
１、８、 日

９ 開始
日（北部）

９ 開始

９、 、 日

１歳６か月児健康診査
〈 年９月生まれ
（幼児用歯ブラシ持参）
※個別に通知しています。

、 日
、 日 開始
９日（北部）〈８月１
日 ９月 日

開始

１、 日

３歳６か月児健康診査
〈 年 月生まれ
※個別に通知しています。

、 日 ２、 日 開始
（北部は来月）

８、 日

か月児むし歯予測検査
〈 年４月生まれ（予約制）

日 日 ２日

離乳食講習会 日 開始 日

乳幼児健康相談 ７日 日 ９ ４日 ９

接種
〈３か月 ６か月未満児

８、 日
１、８、 日
日（北部）

９

９、 、 日

太字は有料です（検査内容によって金額が異なりますので、くわしくはお問い合わせください）。

飼えなくなった犬・猫の引取りは、保健センターでは行っていません。くわしくは動物指導センタ

ー（ （ ） ）まで。 一般健康相談を事業所などの団体で受けるときは、前もって連絡して

ください。 （北部）は、盾津鴻池公民分館分室です。 車での来場はご遠慮ください。

ところ

行事
東保健センター 中保健センター 西保健センター

一般健康相談（有料）

クラミジア 梅毒 エイ
ズ検査（一部有料）
型肝炎抗体検査
風しん抗体検査（有料）

こころの健康相談（予約
制）〈アルコール依存症
認知症の相談を含む

結核相談

骨密度測定（予約制で、
対象は 歳以上）

電話健康相談

４か月児健康診査
〈 年 月生まれ
※個別に通知しています。

１歳６か月児健康診査
〈 年９月生まれ
（幼児用歯ブラシ持参）
※個別に通知しています。

３歳６か月児健康診査
〈 年 月生まれ
※個別に通知しています。

か月児むし歯予測検査
〈 年４月生まれ（予約制）

離乳食講習会

乳幼児健康相談

接種
〈３か月 ６か月未満児

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）
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府では、４月１日から 型・ 型ウ
イルス性肝炎治療を目的としたインタ
ーフェロン治療の費用を一部助成し、
早期治療の推進を図ります。
全国には、 型・ 型ウイルス性肝

炎の方が、感染者を含めて約 万人
います。インターフェロン治療はウイ
ルスを除去し、肝硬変や肝がんの予防
にもつながる治療です。早期に発見し、
早期治療を行うことにより、重症化を

防ぐことができます。
現在、 型・ 型ウイルス性肝炎で
インターフェロン治療を受けている方、
今後受ける方は申請してください。
なお、助成期間は１年間を限度とし、
所得により自己負担額が変わります。
■申請・問合先 東・中・西保健セ

ンター
■問合先 健康づくり課 （ ）
、 （ ）

型 型ウイルス性肝炎

インターフェロン治療費を助成

肺がん・結核エックス線検診

感染症法の指針により、結核を発症し
やすい高齢者に重点を置くため、結核検
診の対象年齢を 歳以上から 歳以上に
引き上げます。

とき・ところ ４月３日 、 日
午後２時 ３時 東診療所 日
午前９時 分 時 西保健センター
内容・対象 肺がん検診 市内在住の
歳以上の方 結核検診 市内在住の
歳以上の方
※東保健センターでは、平成 年度か
ら実施場所を東診療所に変更します。な
お、定員は各日 人で申込先着順です。
■申込・問合先 東・西保健センター

第３・４期が始まります

麻しん風しん定期予防接種

最近 代、 代で麻しんが流行してい
るため、平成 年４月１日から５年間の
期限つきで、麻しん風しん定期予防接種
の対象者を拡大します。中学校１年生（第
３期）と高校３年生（第４期）に相当す
る年齢の方を対象に、麻しん風しん混合
ワクチンの定期予防接種が始まります
（費用無料）。対象となる方は、市内の予
防接種委託医療機関で受けてください。
対象者は必ず受けましょう。 対象
１期 １歳児 ２期 小学校入学前
の１年間 ３期 中学校１年生の１年
間 ４期 高校３年生の１年間
■問合先 健康づくり課 （ ）
、 （ ）

早期のがんも発見

乳がん（マンモグラフィ）検診

とき ５月８日 午前９時 正午
ところ 市民会館 対象・定員 平成
年４月１日現在、 歳以上の女性で偶数
年齢の方・ 人（申込先着順） 費用
円 申込方法 ４月 日 午前９時

から電話で
■申込・問合先 西保健センター

介護予防教室

体操や折り紙教室、交流会などをしま
す。 ところ 東 ゆうゆうプラザ（日
下）、やまなみプラザ（四条）など
中 中保健センターなど 西 西保健
センターなど 対象 介護保険サービス
を利用していない 歳以上の方 ※日時
などくわしくはお問い合わせください。
■申込・問合先 東・中・西保健セン
ター

愛 の 献 血

歳以上で体重 以上の方は、
献血にご協力ください。 とき・ところ
４月 日 枚岡病院（午後１時 分
４時 分） 日 森河内公民分
館 日 近鉄瓢 山駅南側
日 近鉄八戸ノ里駅前 ※時間表記の
ないものはいずれも午前 時から午後４
時 分までで、昼の休憩時間は場所によ
って異なります。受付時に保険証などで
本人確認を行います。
■問合先 地域健康企画課 （ ）
、 （ ）

気管支ぜん息児童のための

水 泳 教 室

気管支ぜん息児童を対象に水泳教室を
行います。医師などが毎回付き添います
（計８日間）。 とき・ところ・対象
５月９日 ６月 日の毎週金曜日 午
後３時 ５時 スイミングスクー
ル花園・平成 年４月２日 平成 年４
月１日生まれの方 ５月 日 ６月
日の毎週土曜日 午後２時 ４時 東大
阪アリーナ・平成８年４月２日 平成
年４月１日生まれの方 定員 各 人
（抽選） ※保護者同伴。 はロッカー
代（１回 円）が必要。 申込期間
４月１日 ７日 （必着）
■申込・問合先 東・中・西保健セ
ンター 健康づくり課 （ ） 、

（ ）

やまぶみ会 会員募集

ウォーキングをいっしょに楽しむ仲間
を募集します。定例ウォーキングは水曜
日で月３回程度行います。 費用 年会
費 円 応募方法 ４月９日 午前
時に西保健センター講堂で
■応募・問合先 西保健センター

初心者のための

健康ウォーキング講座

とき ４月 日 ☆大阪城公園噴水
前に午前９時 分集合、正午解散 ※当
日午前６時 分ごろの 総合テレビ
の天気予報で午前午後の降水確率 ％以
上は中止。 内容 運動指導員による講
話、ウォーキング指導、レベル判定など
※健康ウォーキンググループ（きらりウ
ォーク）の入会受付もします。 定員
人（申込先着順） 費用 円
■申込・問合先 中保健センター

健 康 相 談

【東保健センター】
とき・ところ ４月７日 東保健
センター ９日 ゆうゆうプラザ
（日下） 日 縄手南公民分館
☆いずれも午前 時 時
【中保健センター】
とき ４月 日 午前９時 分

時 分 ところ 中保健センター
【西保健センター】
とき・ところ ４月４日 午前９
時 分 時 分 西保健センター
日 午前 時 時 ももの広場

（楠根） ※いずれも乳幼児のみ。
◇ ◇

内容 乳幼児 身体計測、育児相談
など 老成人 健康相談、血圧測定、
検尿など
■問合先 東・中・西保健センター

プレママ プレパパの会（両親学級）

はじめてママ・パパになる方、いっし
ょに学びませんか。 とき ４月 日
午後１時 分から 内容 赤ちゃんのお
風呂の入れ方、世話の仕方などの実習
対象・定員 妊婦とそのパートナー・
組（申込先着順）
■ところ・申込・問合先 中保健セン

ター

マタニティ教室
赤ちゃんとの絆編

赤ちゃんとの生活イメージをふくらま
せましょう。プレママ仲間をつくるチャ
ンスです。 とき ４月２日 午後１
時 分 ３時 分
■ところ・申込・問合先 東保健セン

ター

マタニティクラス

とき ４月 日 、 日 、５月９日
、 日 午後１時 分 ３時 分（計
４日間） 対象 おおむね妊娠 週以上
の方とその家族 内容 自分らしい妊娠
・出産・子育てをするための準備、先輩
ママや赤ちゃんとの交流会など
■ところ・申込・問合先 西保健セン

ター

ふたごの交流会

とき ４月 日 午後１時 分 ３
時 分 対象 ふたご、みつごを妊娠・
育児している方 内容 保育士による遊
び、自己紹介など
■ところ・申込・問合先 西保健セン

ター

おわびと訂正
ポリオの集団予防接種

３月 日号で掲載したポリオの集団予
防接種の表の中で、４月 日 （西）は
すの広場（楠根）となっていましたが、
はすの広場（近江堂）の誤りです。おわ
びして訂正します。なお、日時について
は変更ありません。
■問合先 西保健センター

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 第 号 平成 年 月 日

広告 広告



防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
併
設

旧
市
役
所
の
跡
地
（
稲
葉
一
）
で
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
消
防
総
合
庁
舎
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

４
月
１
日

に
開
庁
し
ま
し
た
。

中
消
防
署
を
併
設
し
、
最
新
設
備
を
導
入
し
た
高

機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
備
え
、
総
合
訓
練
施
設

も
隣
接
。
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
消
防
活
動
な
ど

の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

総
合
庁
舎
は
免
震
・
耐
震
構

造
の
地
上
五
階
建
て
で
、
一
階

か
ら
三
階
ま
で
が
中
消
防
署
、

四
・
五
階
が
消
防
局
で
、
屋
上

に
は
無
線
タ
ワ
ー
や
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

七
十
二
時
間
ま
で
対
応
で
き

る
自
家
発
電
装
置
を
備
え
、
消

防
活
動
の
指
揮
や
情
報
収
集
・

伝
達
な
ど
の
中
枢
施
設
と
し
て

機
能
し
ま
す
。

さ
ら
に
迅
速
な
出
動

消
防
局
に
は
、
毎
日
二
百
件

近
い

番
通
報
が
あ
り
ま
す
。

通
報
内
容
に
応
じ
て
消
防
隊
や

救
急
隊
、
救
助
隊
へ
迅
速
に
出

動
指
令
を
行
う
と
と
も
に
、
現

場
状
況
を
把
握
し
、
警
察
な
ど

と
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
迅
速
・
的
確
な
出
動

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
最
新

鋭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た

高
機
能
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
、

よ
り
効
果
的
な
現
場
活
動
を
行

い
ま
す
。

【
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
】

番
通
報
が
あ
る
と
、
発
生

場
所
の
地
図
検
索
と
消
防
車
両

な
ど
の
位
置
情
報
と
を
同
時
に

作
動
さ
せ
、
的
確
な
出
動
指
令

を
す
ば
や
く
行
い
ま
す
。

出
動
し
た
消
防
車
両
な
ど
へ

は
、
車
両
端
末
装
置
に
地
図
情

報
や
現
場
近
く
の
消
火
栓
・
防

火
水
槽
な
ど
の
情
報
を
発
信
。

現
場
へ
確
実
に
誘
導
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
消
防
団
へ
も

メ
ー
ル
で
出
動
を
要
請
し
ま

す
。

災
害
情
報
を
即
時
に
公
開

火
災
や
救
助
で
出
動
中
の
災

害
情
報
を
、
即
時
に
消
防
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（）

に
公
開
し
ま

す
。ま

た
、
問
合
せ
専
用
電
話

０
７
０
（
９
６
６
）
９
９
９
１

で
音
声
案
内
を
行
い
ま
す
。

総
合
訓
練
施
設

庁
舎
北
側
に
は
、地
上
六
階
、

地
下
一
階
建
て
の
総
合
訓
練
施

設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
・
団
員
の
実
践
的

な
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
市

民
や
防
火
管
理
者
に
消
防
用
設

備
な
ど
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

消防総合庁舎（稲葉１ １ ９）

消防局

総務課 （ ）
人事教養課 （ ）
予防広報課 （ ） ３
警備課 （ ）
通信指令室 （ ）
※ファクスは各課共通 （ ）

各署の電話番号も変わっています

東消防署 （ ）
中消防署 （ ）
西消防署 （ ）

防
災
に
つ
い
て
学
習
・
体
験

で
き
る
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
も

併
設
し
ま
す
。

近
い
将
来
発
生
が
予
測
さ
れ

る
東
南
海
地
震
・
南
海
地
震

に
備
え
、
防
災
体
験
シ
ア
タ
ー

や
煙
避
難
、
地
震
体
験
（
写
真
）

な
ど
で
防
災
へ
の
取
組
み
の
必

要
性
や
重
要
性
を
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
は
、

５
月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
市

政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

暮暮暮暮暮暮暮暮らららららららしししししししやややややややすすすすすすすいいいいいいい市市市市市市市市民民民民民民民民生生生生生生生生活活活活活活活活ののののののの実実実実実実実実現現現現現現現現へへへへへへへ暮らしやすい市民生活の実現へ
内
外
の
情
勢
と
対
応

社
会
経
済
諸
制
度
の
変
革
期

に
あ
る
今
日
、
各
般
施
策
の
展

開
に
あ
た
っ
て
は
、
未
来
を
見

通
す
見
識
を
持
っ
て
、
自
治
体

を
取
り
巻
く
内
外
の
情
勢
を
常

に
迅
速
か
つ
正
確
に
把
握
し
、

市
政
の
方
向
を
誤
る
こ
と
な
く

的
確
に
見
定
め
る
こ
と
が
、
市

政
を
担
う
す
べ
て
の
者
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
経
済
と
景
気
の
動
向
】

平
成

年
は
、
波
乱
を
予
感

さ
せ
る
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
経
済
に
お
い
て
は
、
年

明
け
か
ら
金
融
・
資
本
市
場
や

商
品
市
場
が
激
震
に
見
舞
わ

れ
、
平
成

年
２
月
に
始
ま
っ

た
戦
後
最
長
景
気
の
持
続
性
を

不
安
視
す
る
声
が
あ
る
一
方

で
、
回
復
持
続
が
見
込
ま
れ
る

と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。

現
時
点
に
お
い
て
は
波
及
効

果
も
見
え
ず
、
本
市
に
と
っ
て

重
要
な
中
小
企
業
の
業
績
の
低

迷
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
を
左
右
す
る
大
き
な
要

因
と
な
る
政
治
情
勢
も
、
米
国

で
は
す
で
に
大
統
領
選
挙
が
始

ま
り
、
わ
が
国
で
は
衆
議
院
解

散
総
選
挙
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成

年
は
政
治
経
済
と
も

内
外
に
予
断
を
許
さ
な
い
大
き

な
動
き
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

【
本
市
の
財
政
状
況
】

一
方
、本
市
の
財
政
状
況
は
、

平
成

年
度
普
通
会
計
に
お
い

て
、
単
年
度
収
支
で
五
千
万
円

の
黒
字
を
確
保
し
、
累
積
収
支

で
は
約
八
億
七
千
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
債
残

高
は
前
年
度
よ
り
十
七
億
円
増

加
し
千
六
百
七
十
億
円
に
な

り
、
経
常
収
支
比
率
は
九
四
・

九

に
な
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
硬
直
し
た
財
政
状
況
に
あ
り

ま
す
。

平
成

年
度
に
お
い
て
も
、

昨
年
７
月
に
決
定
し
た
普
通
交

付
税
の
交
付
額
が
予
算
額
を
三

億
八
千
万
円
下
回
り
、
基
金
な

ど
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
財

源
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
き
わ

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。ま

た
、
平
成

年
度
以
降
の

財
源
確
保
に
つ
い
て
も
、
市
税

収
入
や
地
方
交
付
税
の
原
資
と

な
る
国
税
収
入
の
伸
び
が
鈍
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
一
層

困
難
な
状
況
が
続
く
こ
と
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
本

市
と
し
て
も
内
外
景
気
の
動
向

を
十
分
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す

自
治
体
環
境
を
も
直
視
し
、
中

長
期
的
な
財
政
見
通
し
な
ど
を

示
す
中
で
、
今
後
の
財
政
運
営

の
方
向
性
を
市
民
、
議
会
、
行

政
が
共
有
す
る
こ
と
が
、
ま
ず

重
要
で
す
。

同
時
に
、
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
の
断
行
で
、
中
小
企
業
の

底
力
の
後
押
し
と
市
民
生
活
に

直
結
す
る
、
真
に
必
要
な
分
野

の
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

【
自
治
体
経
営
の
課
題
】

自
治
体
経
営
で
は
、
次
の
二

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
自
治
体
改
革
の
正

念
場
を
迎
え
る
年
だ
と
の
指
摘

で
す
。

総
務
省
が
半
世
紀
ぶ
り
に
見

直
し
た
自
治
体
の
財
政
再
建
の

判
断
基
準
が
、
平
成

年
度
決

算
か
ら
適
用
に
な
り
、

客
観

的
指
標
に
基
づ
い
た
連
結
決
算

の
時
代

に
入
り
ま
す
。

新
た
な
指
標
に
よ
り
早
期
健

全
化
、
財
政
再
生
の
基
準
が
明

示
さ
れ
、
自
治
体
は
自
ら
の
客

観
評
価
が
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
指
標
の
一
つ
で

も
基
準
を
超
え
る
と
国
が

指

導

、
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
破

綻
自
治
体
と
し
て
国
の
管
理
下

に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
市
は
長
年
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
成
果
を
挙
げ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
成
果
を
さ
ら
に

確
実
に
す
る
た
め
、
平
成

年

度
決
算
に
お
い
て
指
標
を
公
表

し
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に
か

か
る
精
査
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。二

つ
め
は
、
権
限
委
譲
を
さ

ら
に
進
め
る
新
地
方
分
権
一
括

法
の
制
定
が
、
近
々
の
課
題
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
さ
に
未
来
を
見
通
し
、
未
来

を
見
据
え
、
変
化
に
即
応
で
き

る
自
治
体
経
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
中

核
市
と
し
て
の
権
限
を
フ
ル
に

活
用
で
き
る

志
あ
る
職
員

を
育
て
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

ま
た
、
都
市
間
競
争
か
ら
都

市
間
連
携
へ
と
視
点
を
転
換

し
、
隣
接
自
治
体
と
の
具
体
の

連
携
を
目
的
意
識
的
に
追
求
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な

り
ま
し
た
。

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
続

き
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・

増
大
す
る
中
で
、
自
治
体
が
活

力
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
に

は
、
周
辺
自
治
体
な
ど
多
く
の

自
治
体
と
の
緊
密
な
協
力
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
環
境
問
題
や
少
子
化
問
題
】

温
暖
化
は
人
類
が
直
面
す

る
も
っ
と
も
深
刻
な
問
題

で

あ
り
、
行
政
、
企
業
、
市
民
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
す
。

地
球
規
模
で
考

え
、
足
元
か
ら
行
動
を

を
モ

ッ
ト
ー
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

少
子
化
の
問
題
も
避
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。二
十
年
後
、

三
十
年
後
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
む
た
め
、
子
育
て
支
援
と

教
育
の
充
実
を
社
会
全
体
で
支

え
る
こ
と
が
、

活
力
あ
る
東

大
阪
の
再
生

に
は
不
可
欠
だ

と
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

【
公
に
お
け
る
高
い
倫
理
性

の
保
持
・
徹
底
】

公
に
お
け
る
高
い
倫
理
性
を

保
持
・
徹
底
す
る
こ
と
は
、
私

の
市
政
運
営
の
基
盤
の
一
つ
で

す
。
消
費
者
保
護
施
策
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
情
報
の
公
開

と
市
政
執
行
に
あ
た
っ
て
の
透

明
性
の
確
保
に
特
段
の
配
慮
を

払
っ
て
い
き
ま
す
。

【
市
民
念
願
の
二
つ
の
事
業
】

再
生
推
進
元
年
に
ふ
さ
わ
し

い
市
民
念
願
の
二
つ
の
事
業
が

実
現
し
ま
す
。

一
つ
は
、
い
つ
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
災
害
に
総
合
的

に
対
応
す
る
消
防
総
合
庁
舎
が

完
成
。
市
民
生
活
を
守
る
新
た

な
消
防
・
防
災
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
そ
の
機
能
を
一
〇
〇

以
上
発
揮
で
き
る
よ
う
万
全
を

期
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
３
月

日
に
は
、
今
後

新
大
阪
駅
へ
の
直
結
が
予
定
さ

れ
る

お
お
さ
か
東
線

が
い

よ
い
よ
開
業
し
ま
す
。
市
民
の

利
便
性
の
向
上
と
ま
ち
づ
く
り

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
市
民

が
そ
の
実
現
を
長
年
待
ち
望
ん

で
き
た
も
の
で
あ
り
、
活
力
あ

る
東
大
阪
の
再
生

へ
の
都
市

基
盤
整
備
の
一
環
を
な
す
も
の

で
す
。
そ
の
効
果
を
二
倍
に
も

三
倍
に
も
拡
大
し
て
い
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

残
さ
れ
た
課
題
解
決
へ

上
下
水
道
庁
舎
の
再
検
討
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

を
整
理
し
、
防
災
機
能
の
充
実

や
効
率
的
組
織
運
営
を
図
る
こ

と
を
視
野
に
入
れ
、
費
用
対
効

果
を
勘
案
の
上
、
早
急
に
方
向

性
を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
規
模
適
正
化
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
方
針
を
決
定
し
、

関
係
す
る
地
域
、
保
護
者
へ
の

説
明
と
理
解
を
求
め
て
い
き
ま

す
。永
和
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

東
大
阪
市
図
書
館
協
議
会
の
答

申
を
踏
ま
え
、
建
替
え
整
備
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

お
お
さ
か
東
線
の

長
瀬

駅
・
新
加
美
駅
間
の
新
駅
設
置

お
よ
び
モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸
促
進

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の

協
議
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

一
般
職
非
常
勤
職
員
問
題
に

つ
い
て
は
、決
着
を
図
る
た
め
、

精
力
的
に
国
に
対
し
て
制
度
改

正
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

最
後
に

平
成

年
は
、
経
済
と
景
気

の
不
透
明
感
が
払
拭
で
き
ぬ
ま

ま
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
と
り

わ
け
自
治
体
に
お
い
て
は
、
依

然
と
し
て
非
常
に
厳
し
い
財
政

環
境
の
も
と
、
地
域
主
権
時
代

へ
の
改
革
の
正
念
場
を
迎
え
て

い
ま
す
。

環
境
問
題
の
解
決
が
地
球
規

模
で
の
課
題
と
な
り
、
ま
た
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
で
、
教

育
と
福
祉
は
施
策
の
大
転
換
期

の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

消
費
者
と
し
て
の
市
民
の
生
活

を
脅
か
す
事
例
や
企
業
倫
理
を

問
う
事
例
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
で
、
市
民
ニ
ー

ズ
は
今
後
ま
す
ま
す
個
別
化
・

多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
量
的

に
も
増
大
が
予
想
さ
れ
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
の
施
策
の
実

施
は

選
択
と
集
中

が
不
可

欠
で
あ
り
、
我
慢
の
財
政
運
営

を
覚
悟
し
て
い
ま
す
。

困
難
な
中
に
お
い
て
も
市
の

将
来
像
を
見
据
え
、
行
財
政
改

革
を
果
敢
に
断
行
す
る
一
方

で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
効
果
的
な

施
策
を
確
実
に
実
施
し
、

積

小
為
大

の
言
葉
の
ご
と
く
、

小
を
積
み
重
ね
大
を
為
し
、
必

ず
や
輝
か
し
い

活
力
あ
る
東

大
阪
の
再
生

を
実
現
し
て
い

き
ま
す
。

◇

◇

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
先

政
策
推
進
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
０
１
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
６

市
政
運
営
の

基
盤
と
基
本
姿
勢

平
成

年
度
の
各
般
施
策
の
展
開
に
あ
た
っ
て

は
、
内
外
の
動
き
と
そ
れ
ら
へ
の
対
応
を
重
点
的
な

視
点
と
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
政
運
営
の
三

つ
の
基
盤
と
し
て
い
る

民
力
、
政
治
力
、
行
政
力

の
結
集

高
い
倫
理
性
の
保
持
・
徹
底

本
市

の
未
来
を
的
確
に
見
据
え
る

を
基
本
に
、

だ
れ

も
が
、
安
全
で
、
安
心
し
て
、
暮
ら
し
や
す
い
市
民

生
活
を
実
現
す
る

た
め
、
次
の
五
つ
の
基
本
姿
勢

を
貫
い
て
い
き
ま
す
。

草
の
根
の
民
意
に
耳
を
傾
け
ま
す

市

民
生
活
密
着
型
の
施
策
を
推
進
し
ま
す

子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
害
者
を
大
切
に
し
ま
す

商

店
街
が
賑
わ
い
、
モ
ノ
づ
く
り
が
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す

地
域
と
行
政
の
よ
り
良
い
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ざ
し
ま
す

市役所の
改革 再生

本市の将来を見据えた再生市役
所の基本である行財政改革の実行
に、スピード感を持って積極的に
進めていきます。

３つの改革と再生３つの改革と再生
地域の
改革・再生

魅力と活力あふれる特色ある地
域のまちづくりを推進していくた
め、市民と直接対話を行う機会を
設定し、共に考え、共に実践する
“協働のまちづくり”の仕組みの
基礎を構築していきます。

学校と教育の
改革 再生

地域の市民や関係機関の協力を
結集して地域教育協議会の活動を
支援し、学校教育活動を支えてい
くと同時に、学校を拠点にした地
域の教育力を高めていきます。
また、学校協議会を全校園に設

置し、“開かれた学校園づくり”
をめざしていきます。

安全安心なまちづくり

【耐震化】 防災関連施設の耐震未診断
施設の診断を実施 学校校舎および多くの
市民が集う公共施設の耐震化を順次計画的に
整備 木造住宅耐震改修補助制度の充実
情報提供や建築相談会の開催 【防災】
自主防災組織の充実強化 避難所防災備
品の充実 高齢者や障害者など災害発生時
の要援護者に対する援護体制の確立 【消防
・防犯】 常備消防力充実のため石切出張
所の日下方面移転に着手 ひったくり被害
防止対策として防止カバーを配布 自転車
盗難被害防止対策として啓発用横断幕の作成

暮らしやすいまちづくり

【商業の活性化】 東大阪市商業振興
ビジョン を策定 【安全安心な都市空間】
生活道路・街路の整備 アスファルト舗
装の老朽化の改善 交通安全施設の整備
都市計画道路山麓線の延伸の調査検討

【消費者保護施策の推進】 弁護士などに
よる多重債務者無料法律相談を実施 【子育
て支援】 次世代育成支援行動計画 後
期５か年計画を策定するための市民ニーズ調
査を実施 子育て支援センター東部地域整
備のための基本調査を実施 中学生以下の
子どもが３人以上の子育て世帯への国民健康
保険料負担の軽減 東部地域での認可民間
保育所の公募方式による募集の実施 【図書

健康に生活できるまちづくり

【健康長寿を実現】 治療型社会から予
防重視型社会への転換を積極的に推進 【母
体や胎児の健康確保】 妊婦健康診査の無
料化を現行の１回から５回に拡充 歳以
上の妊婦の方に公費負担による超音波検診を
１回実施 【小児科初期救急の充実】
時間受診可能な初期医療体制の確立に向けた
検討 【後期高齢者医療制度の円滑な実施】
市民に分かりやすく利用しやすい窓口の設

置 【環境問題】 プラスチック製容器包
装とペットボトルの分別収集を、北部環境事
業所区域も開始 東大阪市豊かな環境創
造基金 を創設し、公共的な施設における環
境性能の向上、環境教育の推進、市民が行う
環境活動を支援 【文化・芸術】 （仮称）
文化芸術振興条例 の制定 （仮称）文
化政策ビジョン に基づく施策の推進 【国
際化の推進】 多文化共生のまちづくりを
推進 【ラグビーの振興】 全国高等学校
ラクビーフットボール大会を効果的に支援

中小企業が元気なまちづくり

【住工共生のまちづくり】 製造業の操
業環境と住環境確保への方策を検討 集合
工場の建設計画の具体化 産業技術支援セ
ンターの建替えを具体化 モノづくり支
援新戦略 の実現 【未来へつなぐモノづく
り】 モノづくり教育支援事業 の拡充
若年者などの雇用促進 モノづくり若
年者等就業支援事業 を実施 多様な就労
支援を展開 市内モノづくり企業とのマッ
チング事業を推進

館の充実】 夜間９時までの開館および祝
祭日の開館を実施

人にやさしいまちづくり

【人権意識の高揚を図る】 教育・啓
発 施策の推進 【高齢者支援】 高齢者
虐待にかかる緊急一時保護事業の実施および
緊急連絡体制の確立 養介護施設従事者に
対する研修の実施や虐待に関する相談 通
報による被虐待高齢者の保護や虐待を行った
施設等に対する的確な指導を行える方策の検
討 ひとり暮らし高齢者に対する見守り機
能の充実 【障害者支援】 自立支援協議
会のもとに福祉と教育、労働などのネットワ
ークの確立 発達障害児（者）の相談支援の
充実 障害者の就労支援に向けては職場定
着を図るためジョブライフサポーター派遣事
業などを促進 日中活動支援である多機能
型施設の建設を促進 コミュニケーション
支援に携わる手話通訳者育成のための講座を
開設 【バリアフリー化の推進】 徳庵駅
のエレベータ設置に向けた調査設計 バリ
アフリー化緊急支援事業として、公園の出入
り口などの改修、園路整備の実施 【要保護
児童支援】 児童家庭相談に関する総合相
談窓口の確立に向けた検討 要保護児童対
策地域協議会におけるきめ細やかな支援を行
う児童虐待防止ネットワークの強化 【男女
共同参画社会の実現】 意識啓発のための
情報紙を作成し全世帯に配布

５ つ の 基 本 政 策

総合訓練施設を備えた消防総合庁舎
番通報を受け付ける高機能消防

指令センター

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 平成 年 月 日 第 号 （ ）

◇問合先 消防局総務課◇問合先 消防局総務課

子どもの安全対策を推進

こ
の
ほ
ど
、

愛
は
ぐ
く
む
子
ど
も
ス
ク
ラ

ム
基
金

を
活
用
し
、
市
立
の
保
育
所
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
、
高
校
、
療
育
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
私
立
の
保
育
園
、
幼
稚
園
に
百
八
十
四
台

の

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
配
備
し

ま
し
た
。

現
在
、
全
国
の
自
治
体
や
企
業
で
配
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る

は
、
本
市
に
お
い
て
も

寄
付
を
含
め
市
施
設
に
四
十
五
台
設
置
し
て
い

ま
す
。

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
事
故
に
対
応
し
、地

域
に
お
け
る
緊
急
時
に
活
用
す
る
た
め
、
市
内

学
校
園
・
保
育
所
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

◇
問
合
先

教
職
員
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
７
５
、

０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
８

保
育
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
９
５
、

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
１
７

市
政
運
営
方
針
の
五
つ
の
基
本
政
策
な
ど

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。



４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

４
月
１
日
か
ら
、
老
人
保
健

制
度
に
か
わ
る
新
た
な
医
療
保

険
制
度
と
し
て

後
期
高
齢
者

医
療
制
度

が
始
ま
り
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
っ
て
、

歳
（
一

定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は

歳
）
以
上
の
方
は
、
そ
れ
ま
で

加
入
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
各
医
療
保
険
の
被
保
険

者
か
ら
自
動
的
に

後
期
高
齢

者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
へ

と
移
行
し
、
医
療
給
付
な
ど
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
保
険
者

（
対
象
と
な
る
方
）

大
阪
府
内
に
お
住
ま
い
で
次

の
要
件
に
該
当
す
る
方
（
生
活

保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）。

歳
以
上
の
方
す
べ
て

歳

歳
の
方
で
、
大

阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
申
請
し
、
一
定
の
障
害
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
（
認
定

日
か
ら
）

【
障
害
認
定
の
基
準
】

国
民
年
金
法
な
ど
に
お
け

る
障
害
年
金

一
・
二
級

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

一
・
二
級

身
体
障
害
者
手

帳

一
・
二
・
三
級
お
よ
び
四

級
の
一
部

療
育
手
帳

※
障
害
認
定
に
よ
り
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と

な
っ
た

歳

歳
の
方
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
担
当
窓
口
に

撤
回
届
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

歳
に
な
る
ま
で
は
そ
の
認
定

の
申
請
を
撤
回
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
そ
の
場
合
、
広
域
連

合
が
障
害
認
定
を
取
り
消
し
た

日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
加

入
す
る
保
険
者
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。
な
お
、
撤
回
届
の
提

出
に
よ
っ
て
障
害
者
手
帳
の
申

請
が
無
効
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

被
保
険
者
証
を
送
付

４
月
か
ら
対
象
と
な
る
方
に

は
、
一
人
に
一
枚
ず
つ
の

後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
３
月
中
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
医
療
機
関
な
ど

で
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
窓

口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
制
度
開
始
以
降
、
年
齢

到
達
に
よ
り
資
格
取
得
さ
れ
る

方
に
は
、

歳
の
誕
生
日
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、次
の
認
定
証
な
ど（
老

人
保
健
法
に
限
る
）
を
お
持
ち

の
方
で
、
引
き
続
き
４
月
以
降

も
対
象
と
な
る
方
に
は
、
３
月

中
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が

対
象
で
、証
交
付
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
入
院
さ
れ
る
場
合

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

人
工
透
析
な
ど
の
特
定
疾
病

認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
お

持
ち
の
方
。

【
不
要
の
証
は
返
却
を
】

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

な
ど
は
、
４
月
１
日
以
降
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

不
要
と
な
っ
た
証
は
、
お
近

く
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）
。

保

険

料

【
保
険
料
の
計
算
】

こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国

民
健
康
保
険
な
ど
の
保
険
料
に

か
わ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

保
険
料
の
算
定
は
、
被
保
険

者
一
人
ひ
と
り
で
算
定
し
、
個

人
ご
と
に
等
し
く
負
担
す
る

被
保
険
者
均
等
割
額

と
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る

所
得

割
額

の
合
計
額
と
な
り
ま

す
。【

保
険
料
の
軽
減
】

所
得
に
応
じ
た
保
険
料
の

軽
減世

帯
の
所
得
の
水
準
に
応
じ

て
、
保
険
料
（
被
保
険
者
均
等

割
額
）
が
一
定
の
割
合
で
軽
減

さ
れ
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
（
こ
れ
ま
で
保
険

料
負
担
の
な
か
っ
た
方
）
に
対

す
る
特
別
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
と
な
る
日
の
前
日
に
お
い

て
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
は
、
激
変
緩
和
の

た
め
、
制
度
加
入
か
ら
二
年
を

経
過
す
る
ま
で
所
得
割
額
は
課

さ
れ
ず
、
被
保
険
者
均
等
割
額

の
五
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成

年
度
は
特
例

と
し
て
、
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。【

保
険
料
の
納
め
方
】

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年

金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

し
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
受
給
額
な
ど

に
よ
り
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

ら
な
い
方
は
、
市
町
村
が
定
め

る
納
期
に
納
入
通
知
書
（
納
付

書
）
や
口
座
振
替
な
ど
で
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
る
方
に
は
、４
月
上
旬
に
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
仮
徴
収

額
決
定
通
知
書
・
納
入
通
知
書

兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書

を

送
付
し
ま
す
。

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た

と
き
は
、
老
人
保
健
制
度
と
同

様
、一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

一
部
負
担
金
は
、
同
一
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
の
所
得
と

収
入
の
状
況
で
判
定
し
、
か
か

っ
た
医
療
費
の
一
割
（
現
役
並

み
所
得
は
三
割
）
と
な
り
ま

す
。健

康
診
査
を
実
施

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
は

無
料
で
す
。

被
保
険
者
へ
は
、
受
診
券
を

５
月
中
に
送
る
予
定
で
す
の

で
、
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を

健
診
機
関
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
送
付
す
る
受
診

券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
先

大
阪
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合

資
格

管
理
課
、給
付
課

０
６（
４
７

９
０
）
２
０
２
８

総
務
企

画
課

０
６（
４
７
９
０
）２
０

２
９
、

０
６
（
４
７
９
０
）

２
０
３
０

共
通

４
月
か
ら
市
の
問
合
先

を
変
更
し
ま
す

組
織
機
構
の
改
正
（
一
面
参

照
）
で
、
４
月
か
ら
問
合
先
が

変
わ
り
ま
す
。

３
月
ま
で

医
療
助
成
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
６
６
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

４
月
か
ら

医
療
保
険
室

保
険
管
理
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
０
５
１
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

医
療
保
険
室
資
格
給
付
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
７
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
４

医
療
保
険
室
保
険
料
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
６
８
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
７

外
来
と
も
に
就
学
前
ま
で
が
助

成
の
対
象
と
な
り
、
医
療
機
関

で
の
自
己
負
担
は
、
一
日
に
五

百
円
ま
で
（
一
医
療
機
関
あ
た

り
月
二
回
ま
で
）と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
５
歳
の
誕
生
月
で

資
格
が
な
く
な
り
、
こ
の
改
正

で
再
び
４
月
か
ら
対
象
と
な
る

方
の
３
月
ま
で
の
外
来
の
医
療

費
は
、
返
金
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
問
合
先

医
療
助
成
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
６
６
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

４
月
１
日
か
ら
、
外
来
の
乳

幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

年
齢
を
拡
大
し
、
就
学
前
（
６

歳
最
初
の
３
月
末
）
ま
で
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

新
た
に
対
象
と
な
る
方
で
、

２
月
中
に
申
請
さ
れ
た
方
へ
は
、

医
療
証
を
３
月
下
旬
に
送
付
し

ま
し
た
。
３
月
以
降
に
申
請
し

た
方
へ
は
、
順
次
医
療
証
を
送

付
し
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
入
院
・

用
量
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
実
態
と
異
な
る
再
生

紙
使
用
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て

い
る
印
刷
物
や
封
筒
な
ど
に
つ

い
て
は
、
作
り
直
し
に
よ
る
新

た
な
環
境
負
荷
を
回
避
す
る
た

め
、
現
在
納
品
さ
れ
て
い
る
分

を
や
む
を
得
ず
使
用
し
ま
す
。

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
合
先

調
度
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
２
９
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
９

環
境
企
画
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
９
８
、

０
６

（
４
３
０
９
）３
８
１
８

循

環
社
会
推
進
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
９
９
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
８

主
要
製
紙
会
社
に
よ
る
古
紙

パ
ル
プ
配
合
率
偽
装
問
題
が
発

覚
し
、
本
市
で
も
調
達
し
た
紙

類
な
ど
の
一
部
で
偽
装
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
の
立

場
と
し
て
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
信
頼
を
裏

切
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
こ
の
問
題
に
よ
り
、
本

市
基
準
を
満
た
す
紙
類
な
ど
の

調
達
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
新
年
度
で

は
、
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
を
基

準
と
せ
ず
、
可
能
な
限
り
配
合

率
の
高
い
紙
類
な
ど
を
調
達
す

る
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
使

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

※広告掲載の申込みは広告代理店（ メディアート ・ ・ ）へ

広告



男女共同参画社会に向けて
ひとことメッセージ

男女共同参画社会をめざした自作、未
発表の作品（句読点、スペースを含み
字以内）を募集します。 対象 市内在
住、在勤、在学の方 応募方法 ハガキ
にメッセージと住所、氏名、年齢（学生は
学校名・学年も）、電話番号を書いて、
４月１日 日 （消印有効）に郵送
（封書、ファクス、 メール可） ※何
点でも応募可。作品の著作権は市に帰
属。 ※入選作品は６月開催の 男女共
同参画週間記念のつどい で紹介します。
■応募・問合先 〒 ・ 岩田町

４ ３ イコーラム（男女共同参
画センター） （ ） 、 （ ）

、 メール ＠

テニススクール生

【初級クラス】
とき・費用 土・日曜日 午前 時
分 正午 月 円 火曜日 午

前 時 正午 月 円
【中級クラス】
とき 土・日曜日 午前９時 時

分 費用 月 円
◇ ◇

定員 各若干名 ※入会金 円が
別途必要。毎月、月初めに随時入会を受
け付けています。初級は無料体験あり。
■ところ・申込・問合先 水走ルーフ

テニス場 （ ） 、 （ ）

介護予防事業専門嘱託員

勤務内容 高齢者の介護予防事業など
対象 昭和 年４月２日以降生まれで、
介護支援専門員、社会福祉士、介護福祉
士、看護師、保健師、社会福祉主事のい
ずれかの資格をもち、ワード・エクセル
ができる方 募集人数 若干名 試験日
４月 日 午前 ※作文 私が考える介
護保険のあり方（ 字程度・様式自由）
を試験当日に持参。 応募用紙配布・応
募期間 ４月２日 日 ※応募用
紙は市ホームページからダウンロードも
できます。勤務条件などくわしくはお問
い合わせください。
■応募用紙配布・応募・問合先 高齢
介護課 （ ） 、 （ ）

エコライフリーダー

きれいな川を取り戻すため、台所排水
対策などの啓発活動に取り組む地域のエ
コライフリーダーを募集します。 内容
月１回程度の講習会、学習会などへの参
加 対象 市内在住で、平日も活動でき
る方 募集人数 人以内 任期 １年
応募方法 ハガキ（封書でも可）に応募
動機、住所、氏名、年齢、職業、電話番
号を書いて、４月 日 （消印有効）ま
でに郵送
■応募・問合先 〒 ・ 市役所

公害対策課 （ ） 、 （ ）

自由の森なるかわ

野外活動クラブ

豊かな自然の中で野外活動や共同生活
を体験し、社会性と生きる力を身につけ
ます。 内容 冒険教育、自然観察、ア
ウトドアクッキングなど 対象・定員
小学校５ ６年生 人 中学・高
校生 人 ※申込先着順。 日程 年
６回（５／ 、６／７ ８、９／
、 ／８ ９、 ／ 、来年１

／ ・中学・高校生のみ、２／７
８・小学生のみ） 費用 年 円
申込方法 住所、氏名（保護者名も）、
学校名・学年、年齢、性別、電話番号を
４月２日 午前９時から電話で
■ところ・申込・問合先 自由の森な

るかわ （ ） 、 （ ）

プリズム ミュージック ウェイブ

ウェイブコンテスト出演者

中河内広域行政の一環として、９月
日 に八尾市文化会館（プリズムホール）
で開催する音楽イベント プリズム・ミ
ュージック・ウェイブ の出演者の予選
会を７月６日 に行います。ぜひご応募
ください。 対象 個人および団体 応
募方法 ４月 日 ６月１日 （必着）
に、応募用紙とデモ または （１
曲）を郵送または直接持参 ※応募用紙
は八尾市文化会館ホームページ（

）からダウンロードもでき
ます。
【運営スタッフ募集】
７月６日の予選会や９月 日のイベン
ト当日などに、運営全般を行うボランテ
ィアも募集します。 応募期限 ４月
日

◇ ◇
■応募用紙配布・応募・問合先 〒

八尾市光町２ 八尾市文化
会館 （ ） 、 （ ）

東保健センター 嘱託訪問指導員

勤務内容 成人の健康相談・訪問など
対象 看護師の免許をもっている方 募
集人数 １人
■応募・問合先 東保健センター
（ ） 、 （ ）

住宅ローン控除の申告はお済みですか

まだの方は至急提出を

税源移譲により所得税が減税となり、
控除できる住宅ローン控除額が減る場合
があります。
平成 年度末までに入居し、所得税の
住宅ローン控除を受けている方で、所得
税から控除しきれなかった額がある場合
は、翌年度の住民税（所得割）から控除
できます。
なお、平成 年以降、住民税の住宅ロ
ーン控除の適用を受けるためには、毎年
申告が必要です。
■問合先 市民税課 （ ） 、
（ ）

綿の種と稲田桃の苗木を配布

江戸時代に河内地域でさかんに栽培さ
れていた綿の種と稲田桃の苗木を配布し
ます。 とき ４月２日 午前９時
分から 定員 綿の種 人 稲田
桃の苗木 本 ※１人１袋または１
本。なくなり次第終了。郵送は不可。
■ところ・問合先 郷土博物館

（ ） 、 （ ）

産業技術支援センター

新機種を設置

産業技術支援センターでは、市内製造
業の新技術、新製品の開発や試験・評価
を支援するため、 日本自転車振興会か
ら補助金を受け、三次元測定機にモータ
ライズプローブヘッドを設置しました。
４月１日 から新機種を貸し出しでき

ます。くわしくはお問い合わせください。
■問合先 産業技術支援センター

（ ） 、 （ ）

いつもお手元に

洪水・土砂災害ハザードマップ

大和川・淀川のはん濫による洪水で、
市域が浸水した場
合の避難場所や土
砂災害についての
情報をまとめた
洪水・土砂災害

ハザードマップ
を作成し、今回の
市政だよりと同時
に配布しました。
浸水が起こりうる区域や避難場所を地

図で表示しているほか、台風や洪水から
身を守るポイント、土砂災害にあわない
ための心得などを掲載しています。
普段から防災意識を高くもち、災害時

にはすばやく避難して被害を軽減するた
めに、このマップを役立ててください。
４月１日 からは、行政サービスセン
ターや市政情報コーナー、危機管理室で
も配布します。
■問合先 危機管理室 （ ） 、
（ ）

一人ひとりが認められるまちを理念
に、子どもが匿名で悩みや思いなどを
話せる専用電話 チャイルドライン
の開設や、親学習などを行っています。
２月には、取組みに賛同したタレン

トやスポーツ選手などが、子どもたち
へのメッセージをしたためた絵馬を展
示する チャイルドライン夢メッセー
ジ展 を開催。 枚以上の絵馬が展
示され、連日にぎわいました（写真）。
取組みがますます広がり、親や子ど

もにとって安心できる場となることが
期待されています。
■問合先 まちづくり支援課

（ ） 、 （ ）

地域まちづくり活動助成金交付団体

東大阪子ども家庭支援
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司法書士による無料相談

とき ４月 日 午後２時 ４時
内容 相続・売買・贈与などの登記や供
託、訴訟、調停などの裁判手続き 定員
８人（当日先着順）
■ところ・問合先 市政情報相談課
（ ） 、 （ ）

コミュニティソーシャルワーカー

出 張 相 談

市内の社会福祉施設で福祉相談に応じ
ている コミュニティソーシャルワーカ
ー が、４月から９月まで出張相談を行
います（申込不要）。 とき・ところ
ゆうゆうプラザ（日下） 第３水曜日
やまなみプラザ（四条） 第１火曜日
（５月は第２木曜日） グリーンパル
（中鴻池） 第１金曜日 くすのきプ
ラザ（若江岩田駅前） 第１月曜日（５
月は第１水曜日） ももの広場（楠根）
第３木曜日 夢広場（布施駅前） 第
１水曜日 はすの広場（近江堂） 第１
木曜日 ☆いずれも午後１時 分 ４時
■問合先 健康福祉企画課 （ ）
、 （ ）

女性のための労働相談

労働に関するさまざまな相談に女性の
社会保険労務士が応じます。 とき ４
月 日 午後１時から 午後２時
から 午後３時から 対象 市内在
住、在勤、在学の女性 ※１人 分で申込
みが必要。１歳６か月 就学前幼児の保
育あり（１人 円で要申込・先着８人）。
■ところ・申込・問合先 イコーラム

（男女共同参画センター） （ ）
、 （ ）

出張就業相談

就職、転職などの相談に応じます。
とき ４月 日 午前 時 午後４時
ところ イコーラム（男女共同参画セン
ター） 対象 母子家庭の母または寡婦
※１歳６か月 就学前幼児の保育あり
（有料・８日 までに申込み。定員あり）。
■申込・問合先 母子家庭等就業・自

立支援センター （ ） 、
（ ）

特設人権相談

とき・ところ ４月 日 総合福
祉センター 日 夢広場（布施駅
前） ☆いずれも午後２時 ４時
■問合先 社会福祉協議会内人権擁護
委員会 （ ） 、 （ ）

市では、市民に快適な生活を提供し
ていくため、下水道の整備に努めてい
ます。

３月 日 から、下表の町・丁目の
それぞれ一部の地域で水洗化にできる
ようになりました。

【工事は指定業者で】
トイレなどの水洗化工事について

は、必ず市の指定業者に依頼してくだ
さい。業者が市への申請手続きをしま
す（市の助成や貸付制度があり）。
なお水洗化にできる区域は、３年以

内に水洗化するよう法律で規定されて
います。
【下水道使用料について】
下水道を整備した区域では、下水道

を使用されるみなさんに、上水道の使
用水量に応じて下水道使用料を負担し
ていただきます。
市では、下水道使用の実態把握のた

め、職員証を持った職員が各家庭や事
業所などを訪問することがありますの
で、協力をお願いします。
なお、下水道使用料は、上水道料金

と合わせていただきます。
◇ ◇

■問合先 水洗化 水洗化促進セ
ンター （ ） 、 （ ）

貸付・助成金、下水道使用料
下水道部業務課 （ ） 、
（ ）

水洗化の拡大区域（それぞれ一部地域）水洗化の拡大区域（それぞれ一部地域）
若江西新町１ ３丁目 稲葉３丁目 弥生町
若江南町３・５丁目 若江東町３丁目 宝町
友井５丁目 玉串町西２丁目 東山町
金岡３丁目 玉串元町２丁目 南荘町
三島３丁目 水走１・３丁目 立花町
菱屋東 松原１丁目 額田町
菱江 吉田１丁目 山手町
稲葉１丁目 花園東町２丁目 豊浦町
西岩田１・２・４丁目 玉串町東１丁目 東豊浦町
鴻池徳庵町 新池島町３丁目 出雲井町
中鴻池町１・２丁目 池島町２ ４丁目 喜里川町
新庄３丁目 善根寺町２ ６丁目 河内町
東鴻池町３・５丁目 元町１・２丁目 五条町
加納１・２丁目 布市町１ ４丁目 客坊町
川田２丁目 日下町１ ４、７・８丁目 御幸町
吉原１丁目 池之端町 瓢 山町
古箕輪１丁目 中石切町１ ５丁目 四条町
中新開１丁目 東石切町１ ６丁目 南四条町
角田１・３丁目 北石切町 上四条町
島之内２丁目 上石切町１・２丁目 上六万寺町
吉田本町２丁目 西石切町１丁目 下六万寺町１・２丁目

くすのきプラザの催し

【絵本で遊ぼう】
絵本の読み聞かせや紙芝居、お手玉遊
びなどをします。 とき ４月 来年３
月の毎月第１水曜日（５月と来年１月を
除く） 午後３時 ４時 分
【おもちゃの病院（無料修理）】
とき ４月 来年３月の毎月第１水

曜日（５月と来年１月を除く） 午後３
時 ４時 分 ４月 来年２月の偶数
月第３土曜日 午後１時 ３時 ※当日
に修理ができない場合は預かります。
【わいわいがやがや駅を考える】
若江岩田、花園、東花園駅について自
由に話します。 とき ５・６・８・
月と来年１月は第２日曜日、９月は第１
日曜日 午後１時 ５時

◇ ◇
■ところ・問合先 くすのきプラザ

（若江岩田駅前） （ ） （ 兼用）

やまなみギターコンサート

とき ４月 日 午後２時から 内
容 広沢義明さんによるクラシックギタ
ー 愛のロマンス アメリカの誓い
など 定員 人（当日先着順）
■ところ・問合先 やまなみプラザ

（四条） （ ） 、 （ ）

自由の森なるかわ

バースデイイベント

自由の森なるかわ（野外活動センター）
設立 周年を記念して開催します。 と
き ５月３日 （雨天決行） ☆徒歩の
方は近鉄 瓢 山駅 に午前９時集合、
車の方は直接現地に午前 時 分集合。
現地で午後３時に解散 内容 自然ウォ
ークラリー、アウトドアクッキングなど
費用 円 ※３歳以下は無料。昼食
代を含む。 定員 人（申込先着順）
申込方法 ４月９日 午前９時から住
所、氏名、年齢、電話番号を電話または
ファクスで
■申込・問合先 自由の森なるかわ
（ ） 、 （ ）

グリーンガーデンひらおか

春 の 催 し

【カラオケ指導教室】
とき ４月 日 午前 時から 定
員 人（抽選） 費用 円 申込
期限 ４月５日
【親子囲碁指導教室】
とき ４月 日 午後３時 分から
定員 組（１人でも可・申込先着順）
費用 １組 円 申込期限 ４月９日
【生駒山の桜とウグイスを楽しむ会】
とき ４月 日 ☆グリーンガーデ
ンひらおかに午前９時 分集合 コース
桜広場 枚岡展望台 旗立山 大原山
鳴川峡 講師 枚岡ハイキングクラブ

佐野安夫さん 定員 人（申込先着順）
費用 円 申込期限 ４月８日
【生駒山バードウォッチング】
とき ４月 日 ☆グリーンガーデ
ンひらおかに午前９時集合 講師 東大
阪野鳥の会 岩本昭広さん 定員 人
（申込先着順） 費用 円 申込期
限 ４月 日
【親子で作る木のこいのぼり】
とき ４月 日 午前 時から 講
師 生駒ネイチャークラフト 吉岡一成
さん 定員 人（抽選） 費用
円 申込期限 ４月 日

◇ ◇
申込方法 行事名、住所、氏名、年齢、

電話番号を各申込期限までに電話または
ファクスで
■ところ・申込・問合先 グリーンガ

ーデンひらおか （ ） 、
（ ）

二上山の伝統的な登山行事

岳 の ぼ り

金剛生駒紀泉国定公園の指定 周年記
念イベントとして、４月 日 に行いま
す。くわしくは、奈良県葛城市農林商工
課

〉 （ ） へ。
■問合先 大阪府自然みどり課

〉 （ ） みどり
対策課 （ ） 、 （ ）
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スポーツエリア花園クラブ

グラウンドゴルフサークル

とき 毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時 時 ところ 花園中央公園
費用 年会費 円、月会費 円
申込方法 氏名、年齢、電話番号を電話
または メール（携帯電話も可。件名を
グラウンドゴルフ と記入）で
■申込・問合先 スポーツエリア花

園クラブ クラブハウス（ラグビー場南
側） （ ） （月曜日午前 時
午後１時、金曜日午後２時 ３時

分）、 メール ＠
クラブマネージャー 梶田

（ ）
■問合先 青少年スポーツ室 （ ）
、 （ ）

くすのきカレッジ

【日本史・郷土史学科】
河内の歴史と文化財について学びま

す。 とき ５月 来年２月の毎月第２
火曜日 定員 人（抽選） 費用
円

【美術・文化学科】
イタリアの美術や日本の彫刻などを学
びます。 とき ５月 来年３月の毎月
第２金曜日（８月を除く） 定員 人
（抽選） 費用 円

◇ ◇
☆いずれも午後７時 ９時で計 日間
申込方法 往復ハガキに教室名、学科名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、
４月 日 （必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒

岩田町４ ３ くすのきプラザ
（若江岩田駅前） （ ） （ 兼用）

郷土博物館

染め物体験 古墳見学会

【染め物体験教室】
クリやクヌギなどの自然の素材を使っ
て木綿の布を染めます。 とき ４月
日 午前 時 分 正午 午後１
時 ２時 分 定員 各 人（申込先着
順）
【古墳見学会】
山畑・客坊山古墳群を訪ね、古墳の変
遷をたどります。 とき ４月 日
（雨天中止） ☆近鉄 瓢 山駅 南
出口に午前 時 分集合、午後２時解散
定員 人（申込先着順） ※参加者に
記念品贈呈。

◇ ◇
※入館料（一般 円、高校・大学生
円、小・中学生 円）が必要。

申込方法 ４月２日 から電話で
■ところ・申込・問合先 郷土博物館
（ ） 、 （ ）

家 族 教 室
折り紙と伝承の遊び

とき ４月 日 午後１時 ３時
講師 神戸芸術工科大学非常勤講師 楠
下勲さん 対象・定員 幼児 小学生と
その保護者・ 組（抽選） 申込方法
往復ハガキに教室名、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて、４月 日 （必着）
までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒

南四条町１ ７ やまなみプラザ（四条）
（ ） 、 （ ）

少年少女発明クラブ

公開創作教室

いろいろな色に変化する 不思議なコ
マ 、万華鏡、飛び立つ紙トンボを作ろ
う！ とき ４月 日 午後１時 ４
時 ところ 産業技術支援センター 対
象・定員 市内在住の小学生・ 人（申
込先着順） ※はさみ、のり、セロテー
プ、色鉛筆または色マジックを持参。
申込方法 ４月７日 日 に電話で
■申込・問合先 モノづくり支援室
（ ） 、 （ ）

リズム体操教室

火曜日教室、木曜日教室、土曜日教室
があり、月３回行っています。無料体験
もできます。 とき・ところ 火曜日
午前 時 分 時 分 市民ふれあい
ホール 木曜日 午後７時 ８時、土
曜日 午前 時 時 分 東体育館
対象 女性 ※子ども連れでの参加不可。
費用 月 円（年会費 円が別途
必要） ※運動のできる服装で、上靴を
持参。 申込方法 各会場で直接
■問合先 東体育館 （ ） 、
（ ）

【やさしい中国語入門講座】
簡単な日常会話を学びます。 とき

４月 日 、 日 、５月 日 、
日 、６月３日 、 日 ☆いずれ
も午後６時 分 ７時 分で計６日間
講師 王翠珍さん 定員 人（申込
先着順） 費用 円 申込方法
４月３日 日 に電話で
【陳式太極拳教室】
とき ４月 日 、 日 、５月

日 、 日 、６月 日 、 日
☆いずれも午後６時 分 ８時で計６
日間 講師 大阪陳式太極拳研究会
阪本洋子さん 定員 人（申込先着
順） 費用 円 ※運動できる

服装で、底の薄い運動靴を持参。 申
込方法 ４月３日 日 に電話で
【茶道初心者教室】
とき ４月 日 、５月 日 、６
月 日 ☆いずれも午後６時 ８時
で計３日間 講師 裏千家正教授 鎌
田宗猶さん 定員 人（申込先着順）
費用 円 申込方法 ４月３日

日 に電話で
【ライフプランセミナー】
とき・内容 ４月 日 家計
改善大作戦その そこが知りたかっ
た！生命保険の巻 ５月 日
家計改善大作戦その そこが知り
たかった！住宅ローン見直しの巻

☆いずれも午後２時 ４時 講師 フ
ァイナンシャルプランナー 松本真由
美さん、上野山典広さん 定員 人
（申込先着順） 申込方法 ４月３日

日 に電話で
【初心者囲碁・将棋入門教室】
とき ５月 日 、５月 日 、６
月７日 、 日 、７月５日 、 日
（計６日間） 囲碁 午前 時

正午 将棋 午後２時 ４時 講師
囲碁 （七段）行松靖さん、（六段）
見矢明さん 将棋 （六段）沖元二
さん 定員 各 人（申込先着順）
費用 各 円 申込方法 ４月３
日 ５月 日 に電話で

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 ユトリー
ト東大阪 （ ） 、 （ ）

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 第 号 平成 年 月 日

大阪樟蔭女子大学（菱屋西４）にある
樟蔭学園記念館 は、昭和２年に樟
蔭高等女学校が創立 周年を迎えるに
あたり建築したもので、平成 年に国
の登録文化財となり、保存・活用され
ています。

木造２階建寄棟造りで、屋根は鋼板
葺、外壁は石風の大壁造。２階の中央
部分を一段上げ、多角形の彫刻を施し
た外観が特徴的で、大正モダンの雰囲
気を漂わせています。
同じく同大学内にある木造建築物
樟古館 （非公開）は、大正７年の創
立時に建てられた 洗濯室 試食室
の２棟を移築したもので、大正期の学
校の貴重な建築物として、昨年国の登
録文化財となりました。
大学東側を流れる長瀬川沿いは桜並

木が続き、春には多くの人でにぎわい
ます。
■問合先 文化財課 （ ）
（ ）樟蔭学園記念館（登録文化財）

※広告掲載の申込みは広告代理店（ メディアート ・ ・ ）へ

広告



鴻池子育て支援センター

【おでかけホッと広場】
楽しい遊びや紙芝居、体操などをし

ます。 とき・ところ ４月 日 、
日 中石切公園 日 吉原
公園 ☆いずれも午前 時 分 時
分で雨天中止
【ママとプレママ交流会】
とき ４月 日 午後１時 分

４時 ところ 鴻池子育て支援センタ
ー 対象 出産予定の方
◇ ◇

■問合先 鴻池子育て支援センター
（ ） 、 （ ）

荒本子育て支援センター

【子育て相談デー】
とき ４月４日 、７日 午前
時 時 午後１時 分 ２時

分 午後３時 ４時 ※保育あり。
【ミニ遠足 荒本西公園へ行こう】
とき ４月 日 ☆荒本子育て支
援センターに午前９時 分集合 対象
乳幼児とその保護者 ※弁当、飲み物、
シート、手ふきを持参。 申込方法
４月２日 午後１時 分 日 午後
５時に電話で

【こいのぼりを作ろう】
とき ４月 日 午前 時 時
分 対象・定員 ２歳６か月以上の
幼児とその保護者・ 組（抽選） 申
込方法 ４月７日 午前 時 分
日 午後５時に電話で
◇ ◇
■ところ・申込・問合先 荒本子育

て支援センター （ ） 、
（ ）

長瀬子育て支援センター

【牛乳パックでイス作り】
とき ４月 日 午前 時 時
分 対象・定員 乳幼児とその保護
者・ 組（申込先着順） 費用 円
※牛乳パック５個以上、新聞紙、布を
持参。 申込方法 ４月４日 午前
時から電話で
【こいのぼり作り】
とき ４月 日 午前 時 時
対象・定員 ２歳６か月以上の幼児と
その保護者・ 組（申込先着順） 申込
方法 ４月８日 午後１時から電話で
◇ ◇
■ところ・申込・問合先 長瀬子育
て支援センター （ ） 、
（ ）

子育て支援センターの催し
※車での来場はご遠慮ください

就
学
費
用
を

援
助
し
ま
す

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど

も
に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
を

対
象
に
、
就
学
費
用
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
（
所
得
な
ど

の
審
査
あ
り
）。

◇
援
助
す
る
費
用

入

学
準
備
費

学
用
品
費

学
校
給
食
費

修
学
旅

行
費

臨
海
・
林
間
学
舎

費
（
交
通
費
な
ど
）

結

膜
炎
、
中
耳
炎
、
虫
歯
、
慢

性
副
鼻
腔
炎
な
ど
の
治
療
費

（
治
療
費
は
直
接
医
療
機
関

へ
支
払
い
ま
す
）

◇
申
込
方
法

４
月
中
旬

に
各
学
校
で
配
布
す
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

通
学
し
て
い
る
学
校
（
小
・

学
費
用
を

援
助
し

中
学
校
に
子
ど
も
が
通
学
し

て
い
る
場
合
は
ど
ち
ら
か
一

方
）
ま
た
は
学
事
課
へ
提
出

（
郵
送
不
可
）

◇
申
込
期
間

４
月

日

日

※
申
請
は
必
ず
個
人
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
平
成

年

１
月
１
日
現
在
、
東
大
阪
市

に
住
所
が
あ
る
方
は
、
所
得

証
明
書
の
添
付
は
不
要
で
す
。

奨
学
金
を

お
貸
し
し
ま
す

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
経

済
的
な
理
由
で
高
校
や
高
等

学
金
を

お
貸
し
し

専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大

学
で
の
勉
学
に
不
安
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
選
考
の
う
え

奨
学
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

卒
業
後
、
返
還
の
義
務
が

あ
り
ま
す
。

【
高
校
、
高
等
専
門
学
校

（
一

三
年
生
）
】

◇
貸
付
金
額
（
月
額
）

国
・
公
立

八
千
円

私
立

一
万
三
千
円

◇
募
集
人
数

六
十
人

【
高
等
専
門
学
校（
四
・
五

年
生
）、短
期
大
学
、
大
学
】

◇
貸
付
金
額
（
月
額
）

国
・
公
立

一
万
四
千
円

私
立

一
万
七
千
円

※
専
修
学
校
や
各
種
学

校
、
通
信
制
を
除
く
。

◇
募
集
人
数

五
十
人

◇
申
込
方
法

学
事
課
ま

た
は
在
学
し
て
い
る
学
校
に

置
い
て
い
る
願
書
、
推
薦
調

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

（
外
国
籍
の
方
は
外
国
人
登

録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

お
よ
び
市
・
府
民
税
証
明
書

を
添
え
て
、
在
学
し
て
い
る

学
校
へ
提
出

◇
申
込
期
間

４
月

日

５
月

日

◇

◇

◇
問
合
先

学
事
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

７
２
、

０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
８

学
校
生
活
を
応
援

春
の
到
来
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
花
と
し
て
、
古
く
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
桜
。

４
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
公
園

や
通
り
は
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
が
、
桜
は
病
気
や
虫
に
弱

く
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
植

物
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

毎
年
元
気
な
花
を
咲
か
せ
る

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
次

の
よ
う
な
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

【
桜
の
枝
を
折
ら
な
い
、
花

を
摘
ま
な
い
】

い
く
ら
桜
が
キ
レ
イ
で
も
、

枝
を
折
っ
た
り
、
花
を
摘
ん
だ

り
す
る
こ
と
は
や
め
て
く
だ
さ

い
。
花
見
は
自
然
の
姿
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

【
桜
の
根
元
に
座
ら
な
い
】

シ
ー
ト
な
ど
を
敷
い
て
花
見

を
す
る
と
き
は
、
桜
の
木
の
根

元
に
座
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

根
元
に
座
る
と
根
を
傷
め
、

病
気
で
枯
れ
て
し
ま
う
原
因
と

な
り
ま
す
。

歩
く
と
き
も
少
し
離
れ
た
場

所
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

【
大
騒
ぎ
し
な
い
】

花
見
は
多
く
の
人
が
楽
し
む

も
の
で
す
。
宴
会
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
、
大
き
な
音
を
出
し
て
周

り
の
迷
惑
に
な
る
行
動
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

【
ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
】花

見
の
と
き
に
出
る
ご
み

は
、
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
場
所
取
り
は
や
め
て
く
だ

さ
い
】

花
見
の
場
所
取
り
の
た
め

に
、
公
園
な
ど
公
共
的
な
場
所

で
シ
ー
ト
を
敷
い
た
り
、
ロ
ー

プ
を
張
っ
た
り
す
る
こ
と
は
や

め
て
く
だ
さ
い
。

混
雑
時
に
は
通
行
の
妨
げ
に

な
り
、
危
険
で
す
。

【
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁
止
】

公
園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
禁

止
で
す
。

煙
や
に
お
い
、
ご
み
、
騒
音

な
ど
は
周
り
の
迷
惑
に
な
り
、

火
事
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
火
の
熱
や
煙
は
、
桜
の
生

育
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
、
火
を
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。◇

◇

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
楽
し
い

花
見
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
先

公
園
管
理
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２
２
８
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
６

寄
付
に
よ
り
新
た
に
設
置

グ
リ
ー
ン
大
阪
農
業
協
同
組

合
か
ら
本
市
に

（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
十
台
の
寄

付
を
受
け
、
新
た
に
施
設
へ
設

置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
施
設
に
設

置
さ
れ
て
い
る

は
四
十

五
台
と
な
り
ま
し
た
（
２
月

日
現
在
）。

【
新
た
な
設
置
施
設
】

荒
本
運
動
広
場

中
部

緑
地
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

花
園

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
（
花

園
中
央
公
園
野
球
場
）

仮

設
水
走
グ
ラ
ウ
ン
ド

稲
葉

市
民
広
場

鴻
池
新
田
会
所

八
戸
の
里
老
人
セ
ン
タ
ー

西
消
防
署

東
消
防
署

消
防
総
合
庁
舎

◇

◇

◇
問
合
先

地
域
健
康
企
画

課

０
７
２
（
９
６
０
）
３
８

０
１
、

０
７
２
（
９
６
０
）

３
８
０
６

市内の花見スポット

・花園中央公園 ・緩衝緑地公園
・足代公園 ・八戸の里公園
・川俣公園 ・新庄南公園 など

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

聖
地
花
園
に
、
集
合

を
合
言
葉
に
、
ラ
グ
ビ
ー
の
楽

し
さ
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う

第
三
回
関
西
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ

り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
学
対
抗
の
記
念
試
合
や
強

豪
高
校
の
試
合
、
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
選
手
と
の
交
流
や
、
初
め
て

の
方
も
ラ
グ
ビ
ー
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

家
族
そ
ろ
っ
て
ラ
グ
ビ
ー
一

色
の
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

４
月

日

午

前

時
か
ら

◇
と
こ
ろ

近
鉄
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
、
ト
ラ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム

（
花
園
中
央
公
園
多
目
的
球
技

広
場
）

◇
内
容

記
念
特
別
マ
ッ

チ
（
京
都
産
業
大
学
対
大
阪
体

育
大
学
）

伏
見
工
業
高
校

や
天
理
高
校
な
ど
が
参
加
す
る

高
校
チ
ー
ム
の
試
合

初
心

者
歓
迎
の
ラ
グ
ビ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
選
手
と

交
流
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

東

大
阪
商
工
会
議
所
ラ
グ
ビ
ー
グ

ッ
ズ
創
生
ク
ラ
ブ
の
ラ
グ
ビ
ー

グ
ッ
ズ
販
売
な
ど

◇
費
用

大
人

千
円

（
前
売
八
百
円
）

高
校
生

三
百
円
（
前
売
二
百
円
）

男
女
ペ
ア
券
（
当
日
の
み
）

千
五
百
円

※
前
売
券
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

（

コ
ー
ド
８
１
１
６
７
３
）

で
好
評
発
売
中
。

◇
問
合
先

関
西
ラ
グ
ビ

ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

０
６

（
６
３
７
６
）
０
４
５
６

政
策
推
進
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
０
１
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
６


